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1.はじめに

1990年代以降､複合的に加速化していくグロ

ーバリゼーションは世界のあらゆる ｢場所｣に均
質化 ･同質化の波をもたらすと同時に､それぞれ

の ｢場所｣の価値を見直し､さらにはそれをより

強固なものとして再構築する差異化の波も運んで

きた (Harvey,1996)｡このような状況において､

マッシーはグローバル化とローカル化の相互作用

こそが ｢場所｣の特異性 (thespecificityofplace)
を再生産 してい くと主張 している (Massey,

1996)｡しかし､その一方で､実際の ｢場所｣で
生活する人びとはとりわけ国際移動者によっても

たらされる変容を目前として､自らの ｢場所｣の
アイデンティティを単一で排他的なものとして再

構築していく傾向が高いことも証明されている

(May,1996を参照)｡このように､グローバル化

の中において､｢場所｣をいかに捉えていくのか

という問題は地理学の主たる課題の一つになって

いる｡ こうした関心に基づいて､本稿は､南太平

洋の島峡国家であるサモアを事例に､<サモアら

しさ>というものが再構築されていくプロセスに

ついての考察を試みたい｡

サモア (旧西サモア)は1962年に南太平洋地

域で最も早く独立を果たしながら､最も独自の伝

統 ･慣習を保持している国であるといわれている｡

サモアでは､<サモアらしさ>と考えられるその

独 自の伝統 ･慣習は概 して ｢フアアサモア

(fa'aSamoa)｣という概念で語られるが､それは

単なる民族アイデンティティではない｡例えば､

サモアの歴史学者であるMeleiseaは ｢フアアサモ

ア｣について次のように説明している｡

サモア人が彼らの政治的 ･経済的システムと

称するように､フアアサモアはサモア人に非

常に奥深い意味を伝えている :本質において

明確だが､詳細において柔軟性をもつ (clear

inessentials,flexibleindetail)｡それは単なる

反動的なナショナリズムではなかったし､今

でもそうではない (中略)｡サモア人はフア

アサモアをアイガとヌウの社会構造とマタイ

とフォノの権威に基づいた行為のためのフレ

ームワークとして認識しているので､新しい

実践､概念､そして､モノは受容されるし､

フアアサモアに組み込まれていくから､その

体系は本質において不変のままであるか､あ

るいは根本的に変化したとは認識されないの

である (Meleisea,1987:16-17)｡

Meleiseaが指摘するように､｢フアアサモア｣

は基本的にサモア独自の社会システム (マタイシ

ステム)I)を基盤とした日常生活に欠かすことの

できない概念であるが､その一万で､柔軟性を持

つために､何を ｢フアアサモア｣であると考える

のかはその時々のコンテクス トによるといえる｡

しかし､実際にサモア人の口から｢フアアサモア｣

が語られるときはもっぱら他者の習慣との比較に

基づくことが多い｡この点に関して､例えば山本

は､今日サモア人による ｢フアアサモア｣の説明

は､しばしば ｢フアアパラギ (白人の慣習)｣と

の対比によって行なわれ､サモア人はこの区別が

物質文化や生活文化に関わるときは ｢フアアパラ

ギ｣の方が優れているとみなし､モラルや人間関

係に関する限り､｢フアアサモア｣の方が優れて

いると考えているという (山本,1997:171)｡

また､彼女はマタイシステムにとって重要な儀礼

交換を行なわない人びとや､行ないたがらない人

びと､そして西欧式家屋やパン､ソフトドリンク

といった海外からの輸入物を好む人びとを､サモ

ア人が ｢フイアパラギ (lllapalagl':白人かぶれ)｣

と呼んで非難することも指摘 している (山本,

1997:17ト172)｡このようにみると､<サモア

らしさ>とは外部の日常実践を意味する ｢フアア
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パラギ｣と対置される形で認識され､再構築 ･再

生産されているといえよう｡

本稿では､現代のサモアの日常生活において､

こうした<サモアらしさ>がいかに再構築されて

いるのかを考察するために､｢衣｣をめぐる日常

実践を取 り上げる｡｢衣｣をめぐる日常実践は､
身体を保護するという意味において､人間の生活

に欠かすことのできない基本的なニーズであると

同時に､アイデンティティや規範といったものを

目に見える形で表す文化であり､そしてその変容

は移 りゆく社会を反映する鏡である｡ こうした

｢衣｣の重層的な特徴は次の2点においてグロー
バル化とローカル化の相互作用のプロセスを考察

するのに興味深い視座を与えてくれる｡ 第 1に､

｢衣｣は日常実践でありながら視覚的に訴える力

をもつために､しばしば ｢場所｣の特異性を明示
する役割を果たす｡この点に関して､例えば､ホ

ランダーは ｢伝統衣裳の創 りだす視覚的効果は､

守りつづけられてきた慣習を確認し､たとえ慣習

が変わろうとも､安定した意味を希求する態度は

変わらないのだということを示すように機能する

のだ｡伝統衣裳は規範なのである｣と述べている

(ホランダー,1997:28)｡ 実際に､ブルージー

ンズに代表されるような国際的なファッションの

影響は各地域の規範を失わせるような印象を削こ

見える形で与えることにある｡ そして､それに対

抗する手段として､しばしばナショナルアイデン

ティティや民族アイデンティティを表象する民族

衣装の着用が好まれたり､推奨されたりする｡ こ

のように､｢衣｣はグローバル化とローカル化の

相互作用を映し出し､｢場所｣を再構築していく
力を秘めているのである｡ 第2に､｢衣｣をめぐ
る日常実践は､とくに衣服の着用で示されるよう

に､たとえ同じ社会であるとはいえ､世代やジェ

ンダーによって著 しく異なっている｡ 基本的に､

日常実践のレベルにおいて､グローバル化がもた

らす外部のモノを積極的に取り入れていくのは若

い世代である｡ そして､とりわけ女性たちが外部

のモノに新しい価値を付与していく状況も報告さ

れている (例えば､ワトソン編,2003)｡その一

万で､グローバル化の状況では､民族衣装を通し

た民族アイデンティティやナショナルアイデンテ

ィティの維持はもっぱら女性の身体を媒体にする

とも論じられている (千田,2002:133)｡した

がって､世代差とジェンダー差を明確に示す ｢衣｣

の日常実践は､誰の日常実践がローカルのコンテ

クス トにおいてどのような意味をもつのかという

点を､さらに､誰によって ｢場所｣の特異性が維

持されようとし､あるいは再構築されようとして

いるのかという点を考える手がかりになるだろう｡

これらの点から､本稿では女子高校生が語った

"サモア服"と "輸入服"に関する語 りに注目し､

それを基に<サモアらしさ>について考えてみた

い｡
本稿は以下3章から構成される｡ まず､2章で

は､｢衣｣の日常実践における<サモアらしさ>
の状況を概観する｡ 具体的には現代のサモアにお

ける服装規則において､いかに<サモアらしさ>

が考えられているのか､その特徴を明らかにする｡

次の3章では､2001年に実施した首都アピア近郊

の女子高校生の語りを紹介することで､彼女たち

が考える<サモアらしさ>の特徴をまとめる｡ そ

して､最後に､2章と3章の結果を通して､サモ

アの ｢衣｣の日常実践から考察される<サモアら

しさ>の再構築について考察を試みたい｡

2.<サモアらしさ>と女性の服装

本稿の舞台であるサモアが位置するポリネシア

には､もともと刺青に代表されるような豊かな裸

族文化が栄えていた｡その状況を大きく変容させ

たのは19世紀にポリネシアにやってきた福音主

義の宣教師たちである｡ 彼らの布教活動ではポリ

ネシア人をキリスト教徒にするために､キリスト

教徒のありふれた日常活動を教育していくことが

重視された｡その一部として強調されたのがポリ

ネシア人にキリスト教徒の服装､すなわち西洋服

を着用させることであった｡こうして､ポリネシ

アの衣文化は裸族文化から衣服文化へと変容をと

げ､西洋服自体は地域の社会的 ･文化的文脈に即

した形でローカル化してきたのである｡

サモアでは､1830年に始まったロンドン伝道

協会の活動により西洋服の着用が始まったが､現

代ではサモア独自の衣生活が営まれている｡ サモ

ア人は普通､Tシャツとラヴァラヴァ (腰布)を

着用するが､特別な状況ではある種の服装スタイ

ルがあり､それは成年の男女間で異なっている

(表1)｡ 様々なコンテクス トにおいて､何が ｢適

切な服装｣であるのかという点が問題とされるの

は女性の服装に関してであり､それは服装規則
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表1.サモアにおけるジェンダーと服装スタイルの一例

状 況 男 性 女 性

儀礼交換 .｢伝統 上半身 :裸 プレ夕シ*

的｣な踊り 下半身 :膝丈の腰布

教会 (福音主義系) 白を基調 白を基調

上半身 :長袖カッターシャツジャケットネクタイ下半身 :イ工 .フアイ夕ガ(厚手の布地で作られた腰布) プレ夕シと帽子

職場 制服､あるいは 制服､あるいは

(官公庁やオフイ 上半身 :開襟シャツ プレ夕シ

(筆者の観察に基づいて作成)

注)これらは主要なスタイルであり､例外は存在する｡

*プレタシの基本形は下表がラヴァラヴァの2ピースである｡

(dress-code)というもので観察される｡

首都アピア周辺とそこから離れた ｢村｣と呼ば

れるところを比較すると､女性に対する服装規則

は基本的に ｢村｣で顕著である2)｡｢村｣の服装

規則はマタイたちによるフォノ (村の自治組織)

によって独自に定められているため､その内容､

強制力､それに反した場合の罰則などには差があ

る｡ しかし､概して首都アピアに近い ｢村｣より

遠隔地の ｢村｣､そしてアピアの位置するウポル

島よりサヴァイ島の ｢村｣の方が服装規則は厳し

いといえる｡

いくつかの ｢村｣で説明された服装規則には次

のようなものがある｡

<モアタア村の場合> 3)

女の子 (girls)だけは､村では､長ズボンやシ

ョー トパンツを着用することは許されません｡

つまり､女の子は､オフ ･ヴァエ (ズボン類)

をはいて､村の道を歩 くことは許されません｡

もちろん､女の子はオフ･ヴァエ自体をはくこ

とはできますが､それを隠すために､その上に

ラヴァラヴァを着用しなければなりません｡ ち

ょっと､暑いでしょう?

(2001年11月､村出身の20代の女性)

<サマタウ村の場合> 4)

一女の子はオフ･ヴァ工をはくことができるので

すか｡

スポーツをするときだけ､女の子 (teL'ne)はオ

フ ･ヴァエをはくことができますが､それ

以外はだめです｡これはいまだに私たちの

文化の一部なのです｡彼ら (大人か男性の

意味)は特に女の子たちに気をつけていま

す｡男の子たちは自由です｡彼らはどんな

種類のスポーツでもできますから--それ

ぞれの村にはそれぞれの組織があります ｡

彼らには彼ら自身のルールがあります｡い

くつかの村では､特にタウンエリア (アピ

ア中心部)に近いところでは女性は自由に

オフ ･ヴァエを着ることができます｡〔し

かし､サマタウ村では〕もし道でオフ ･ヴ

アユを着たいなら､あなたはラヴァラヴァ

でそれを隠さなければなりません｡

(2001年11月､村出身の30代の女性)

<サシナ村の場合> 5)

一村でオフ･ヴァ工を着ることはできないのです

か｡

マタイは､ラヴァラヴァを着用することを強調

します｡なぜなら､オフ･ヴァエは "パラギ服

('ofupalagi)"だからです｡もし､あなたがオ

フ･ヴァエを着たら､それはパラギの服を着て

いることを意味します｡そして､それは我々の

伝統的な生活スタイル､つまり｢フアアサモア｣

を失わせることにつながるのです｡ もちろん､

バスに乗るときには､オフ･ヴァ工を着用する

ことはできますよ｡でも､村の周辺で見せては

いけません｡男の子たちは､ショートパンツや

バミューダパンツをはくことができます｡しか

し､女の子たちは､兄弟がいるところで､ショ

ートパンツとトップを着てはいけません｡これ

は姉妹と兄弟の関係 (フェアガイガ)です｡姉

妹たちは兄弟を尊敬しなければなりません｡も

し彼女たちが肩や胸の辺りを兄弟たちに見せる

ならば､それはとても無礼です｡

-でも､アピアではその必要はないですよね｡

はい､アピアは違います｡あそこは街です｡た

くさんの人々が異なる村々からやってきます｡

彼らはやりたいことを何でもすることができま

す｡しかし､ここは村です｡マタイによるルー

ルが強調される村なのです｡

一服装規則を守らないと､どうなるのですか｡

そのような人々は罰せられます｡彼らはブタか､

イエ ･トガ6)か､あるいはお金を払わなければ
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なりません｡もし､何度も規則を破るならば､

その人たちは村から追放されるでしょう｡

(2001年10月､村出身の40代の男性)

｢フアアサモア｣と関連づけて考えると､これ

らの服装規則の特徴としては次の3点が指摘され

る｡ 第1に､｢村｣では､ズボン類を着用するこ
とと腰布を巻 くことが対置して捉えられている｡

そ して､前者は ｢フアアパラギ｣ と捉えられ､

｢フアアサモア｣を失わせるもの､後者は ｢フア

アサモア｣と捉えられ､｢村｣で ｢フアアサモア｣

が維持されているのかどうかを明示する役割を担

っている｡ しかし､第2に､ズボン類を着用する

行為すべてが ｢フアアパラギ｣として認識される

のではなく､それは女性がズボン類を着用したと

きのみ適用されるといえる｡｢村｣の公的な場
(道や広場)において ｢フアアサモア｣を失わせ

るようなズボン類を着用することが禁じられてい

るのは基本的に女性たちである｡ そして､特に若

い女の子たちがズボン類をはくことは一様にして

好まれない｡第3に､例えばサシナ村の服装規則

にあるように､この服装規則の執行城は ｢村｣の

領域内に限定されている｡ 例えば､｢村｣を離れ

ていくバスの中でよく観察される風景は､若い女

性たちがバスに乗ったとたん､腰布をとってズボ

ン姿になるというものである｡ これらの3点から､

｢村｣の服装規則はそれぞれの ｢村｣における<サ

モアらしさ>を示すものであるが､もっぱらその

役割を果たすのはどこにおいても女性の服装であ

ると考えられる｡

一方､首都であるアピアには ｢村｣とは全く異
なる種類の服装規則が存在する｡ 例えば､サモア

国立大学には､大学の図書館を利用するにあたり

｢適切な服装｣を定めた服装規則がある7)｡規則

の前文 には､第 1にそれが ｢サモアの慣習

(samoancustoms)｣に基づいたものであること､
第2に､高等教育機関である大学において ｢無難

で好ましい (safeandacceptable)適切な服装｣を

することが重要であること､そして､第3に､大

学という高等教育機関ゆえに文化的価値を維持し

ていくことの大切さが訴えられている｡ しかし､

次に示すように､その内容は男性と女性によって

微妙に異なっている｡

<女子学生に対する規則>

･ショートパンツ､あるいはホットパンツ (膝よ

り上のとても短いもの)は､どんな時でも 〔着

用を〕許されない｡

･アンダーシャツ (singlet)､チューブ型のTシ

ャツ (spaghetti-typetops)､そして肩のみえる

服装は許されない｡

･ビジネススーツ (executivesuits)あるいは正し

いプレタシ (表1注参照)以外のミニスカート

そしてミニドレスは許されない｡

･あらゆる種類のシースルーの服装は認めない｡

<男子学生に対する規則>

･シャツとTシャツ以外のアンダーシャツあるい

はタンクトップは図書館で着用すべきではない｡

･バミューダパンツとカーキーパンツ以外の､ホ

ットパンツあるいはスポーツ用のショートパン

ツは認めない｡

･ラヴァラヴァを着用する際は､膝の下の長さで

ベルトをつけること｡

女性に対して禁じられた服装は､特に若い女性

たちの間で好まれている服装であり､とりわけア

ピア中心部や若者が集うナイトクラブにいくと観

察されるものである｡ 一方､男性に対する規則は

若い男性たちが外出する際に好む服装というより

も､むしろ男性たちが自宅でくつろいでいる時の

服装に類似している8)｡このように､女性に対す

る禁止事項の方が多く､細かいこと､そして､そ

こに若い女性たちの間で最近人気のある外出用の

衣服が含まれていることから､この服装規則はも

っぱら女子学生を対象にしたものであると考えら

れる｡

｢村｣と大学の図書館における服装規則のあり
方から､｢フアアサモア｣と服装の関係性につい

て次のようにまとめることができる｡まず､｢村｣

の服装規則はマタイたちによって管理され､日々

再生産されている ｢フアアサモア｣の日常実践の

一部である｡ しかし､それは､日常実践でありな

がら､同時に ｢フアアパラギ｣と対置する ｢フア

アサモア｣を視覚的に明示する役割も担っている｡

一方､首都アピアの周辺では概してマタイシステ

ムが形骸化しつつあるため､日常実践としての服

装規則の効力は弱い｡しかし､サモアの独立に伴

って出現してきた公的空間はサモアの文化価値や
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慣習を明示する場所として位置づけられており､

そこでの服装はやはりパラギ (白人)の服装とは

異なる ｢品の良い (respectable)服装｣をするこ

とが求められる｡ そして､何よりも重要なのは､

この ｢フアアパラギ｣の服装を禁じられ､｢フア

アサモア｣の服装をするように求められているの

がもっぱら女性たちであるという点である｡

3.アピアの女子高校生の服装観

3.1 調査の概要と背景

サモアにおけるいくつかの服装規則から推測す

るに､｢衣｣に関する日常実践においても､何が

｢フアアサモア｣であるのかという点はどのよう

な服装をするのか､そして､それが ｢パラギ (白

人)の服装なのか｣それとも ｢サモア人の服装｣
なのかという対置において認識されているといえ

る｡ そして､｢サモア人の服装｣をしているのか

どうかが問題となるのはもっぱら若い女性たちの

服装についてであると推察できる｡ これらの点か

ら､本章では ｢フアアサモア｣を維持するための

服装規則における主たるターゲットであり､かつ

次世代の ｢フアアサモア｣の担い手でもある10

代の女の子たちに焦点を当てて､彼女たちが自分

の着用している衣服をどのように考えているのか

をみていきたい｡

使用する一次資料は2001年5月にサモアにおけ

る家政科教育の状況を概観するために､アピア近

郊のSカレッジで実施した質問票調査に基づいて

いる｡Sカレッジはアピア中心部から車で10分程

度のところに位置するカソリック系の女学校であ

る｡ この調査の主たる目的は学生たちが選択科目

である家政科を選んだ経緯を調べることであった

が､同時に質問票の最後には彼女たちの服装観を

概観するために ｢日常生活において､あなたは､

"サモア服 (samoanclothes)" と "輸入服

(importedclothes)"と､どちらの服を着るのが好

きですか｣という問いを沿えた9)｡質問票は最終

的に2000年に家政科を選択した学生のうち17名

から回収された｡最後の問いに対しては､サモア

において最も変容しているのはアピア周辺の若者

の服装であり､とりわけ10代～20代の若い女性

たちは海外から入ってくる露出度の高いキャミソ

ール､スカート､そして､ジーンズといった既製

服の着用を好む傾向があるのにも関わらず､17

名のうち8名がサモア服を､9名が輸入服を選択

していた10)｡これらの結果に基づいて､さらに学

生たちがどのように2つの衣服の違いを捉えてい

るのかを調べるために､同年6月に5名の学生を

対象に英語で簡単な聞き取り調査を実施した｡

3.2 サモア服と輸入服の遣い

聞き取 り調査では､まず､学生たちに改めて

"サモア服"と "輸入服"について定義してもら

った｡なお､5名の学生のうち､サモア服を好ん

で着用すると答えたのは生徒リマだけであり､残

りの4名は輸入服を好んで着用すると答えた｡

生徒リマ :[サモア服とは]イエ ･ラヴァラヴァ

(腰布)､そして-私たちが毎日着る服｡[輸入服

とは]私が街へ行 くときに着るもの｡[私が街に

行くときに着るのは]ジーンズに､Tシャツかな｡

生徒タシ: [サモア服は]古い時代の着方｡でき

るだけ長くくるんで､何人かの人びとがしている

ように足を見せないようにすること｡ えっと､輸

入服はね-だってプレタシでは働けないでしょう｡

だって､それは教会に行 くときに着なければなら

ないじゃない｡だから､働 くとき-農作業すると

きなんかに､ジーンズを着なければならないの｡

生徒ヴァル:[サモア服とは]えっと､プレタシ
とシアポ (樹皮布)｡[輸入服は]私が店から買う

服や海外から来る服｡それに､それは我々の文化

じゃない｡つまり-それは､我々の服ではない｡

生徒ルア :[サモア服とは]えっと-それは私た

ちの文化的な服のこと｡[輸入服は]そうね､私

たちは普段はイエ ･ラヴァラヴァ (腰布)を着て

遊ばないわ｡だからジーンズやショートパンツを

着て遊ぶの､スポーツの時｡<筆者 :スポーツの

時に着る服が輸入服ですか?>そうよ-つまり､

ス ポ ー ツの時 に楽 なの よ (makeyoufeel

comfortable)｡ イエ ･ラヴァラヴァは快適じゃな

い｡〔2つの服の違いはね〕最近では､ミニスカ

ー ト-ええと輸入服は外出用 (forgoout)なの｡

私たちはプレタシをきて､外出しないし､ナイト

クラブにも行かないわ｡もちろん､私はナイトク

ラブにいけないけどね｡プレタシは･･･教会で着る

服よ｡
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生徒フイツ : [サモア服は]イエ ･ラヴァラヴァ

とプレタシ｡[輸入服は]ジーンズ､ミニスカー

ト､Tシャツ｡ その違いはね-私たちには私たち

自身の伝統があるのよ｡ だから､知っているでし

ょう､葬式､結婚式やフェアウ (feau)をLにい

く11)ときは､プレタシやイエ ･ラヴァラヴァを

着なければならない｡サオフアイ (マタイの就任

式)でもね｡でも輸入服は-ジーンズ､ミニスカ

ー トやTシャツは私たちの-そう新しいファッシ

ョンなの｡ だから人々は輸入服を着るのが好きな

のよ｡

彼女たちの説明は確かに質問票に合わせた意図

的なものとして捉えることもできるが､ここから

は少なくともサモア服と輸入服の区別が次の3点

に基づいて行なわれていることが指摘できる｡ 第

1点は､その服がサモアの文化や ｢伝統｣を示す

かどうかである｡ これに従えば､サモア服はサモ

ア独自の文化であり､輸入服はサモアの文化とは

関係がないとされる｡ 第2点はどのようなときに

その服を着るのかである｡ それによると､基本的

に活動的な時､あるいはアピアへ外出するといっ

た娯楽時には輸入服を､日常､教会､儀礼交換な

どで ｢フアアサモア｣の日常実践が強く求められ

る場ではサモア服を着用することになる｡ 第3点

はその服がどこから来たのかである｡ つまり海外

からやってくる既製服は名が示すとおり "輸入"

服であり､"サモア"服とは認識されないのであ

る｡

3,3 サモア服と輸入服の選好理由

次に､学生たちに日常の生活においてサモア服

と輸入服のどちらを好んで着用するのか､その理

由を答えてもらった｡

<生徒 リマの場合>

-どうして､サモア服を着る方を好むのですか｡

だって､私はそれを毎日着ているもの｡ それに

教会-行 くときもね｡[カソリック教会に行 く

とき]私はいつもプレタシを着るの｡ 白いプレ

タシか､エレイ (樹皮布の図柄)のプレタシを｡

-でも､自宅ではジーンズやTシャツを着るので

しょう?

いいえ､ときどきだけ｡

-どのような服が最も心地よいのですか｡

Tシャツとラヴァラヴァ ｡ でもそんなに長くな

いモノ｡

-お母さんは､あなたの服装について厳しいです

か｡

ええ｡イエ ･ラヴァラヴァのように長い服を好

むの｡だって､ジーンズとかは持ち込まれた衣

服だから｡ 彼女はサモア服をきてはしいのです｡

<生徒タシの場合>

-どうして､輸入服を着る方を好むのですか｡

えっと-えっと-わからないわ｡

一日常では､サモア服と輸入服と､どちらを着て

いますか｡

輸入服｡ショートパンツ-それにTシャツ｡

一両親は､あなたの服装に厳しいですか｡

ええ !彼らはとても厳しいです｡特に､お母さ

んが｡

-ショートパンツをはくことができるのですか｡

ショートでも長いショートのこと｡ 本当に短い

ショートパンツはだめなの｡

<生徒ヴァルの場合>

- [輸入服はあなたの文化ではないのに]それで

も輸入服を着る方を好むのですか｡

そうよ｡ だって､私は毎日プレタシなんか着ら

れないもの｡ なぜって､プレタシはね-私は1

ケ月に一度､あるいは年に5回ぐらいしかプレ

タシを着ないわ｡特別なときにね-･例えば学

校の文化の 冒 12) とか｡それを毎日は着ないわ｡

でも私は毎日輸入服を着るもの｡

一日常生活では､どのような服装をするのが好き

ですか｡

毎日?そうね･･･Tシャツとショー トパンツ｡ 短

いショー トパ ンツ｡

一両親は､あなたの服装に厳しいですか｡

時々ね｡例えば､ミニスカー トのような良い格

好でないもの (notgoodlooking)を私が着ると
きね｡お父さんは今､アメリカ領サモアに行っ

ていていないから､私はお母さんと待っている

の｡ そう､特に彼女は厳しいわ｡

一彼女は､あなたがミニスカートをはくのが好き

ではないの?

ええ｡とても短いものはだめね｡

-でも､短いものをはきたいのですか｡
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いいえ､そんなに短いのは､はきたくないわ｡

<生徒ルアの場合>

-どうして､あなたは輸入服を着る方を好むので

すか｡

今日では､私たちは､普通輸入服 (Tシャツや

ジーンズ)を便うわ｡私たちはプレタシを使わ

ないわよ｡ (中略)ただ､お客が来る時だけ､

親戚が私の家に来る時は､私たちはイエ ･ラヴ

アラヴァを着なければいけないのよ｡ そうね-

これが私たちの文化だっていうのを見せる感じ

で｡お客が入ってくる時はイエ ･ラヴァラヴァ

を着用するわ｡

一日常生活では､どのような服装をするのが好き

ですか｡

輸入服･･･ジーンズね｡ミニスカートは着ないわ｡

だって､心地よくないもの｡

一両親はあなたの服装に厳しいですか｡

教会に行く時だけね｡彼らは私にミニスカート

をはくことを許さないわよ (笑)｡

<生徒フイツの場合>

-どうして､あなたは輸入服を着る方を好むので

すか｡

だって､私の友達をみると､彼女たちは輸入服

を着ているもの｡ だから､私も輸入服を着るの

よ｡

-Tシャツとかを着ている時､｢輸入服を着てい

る｣と考えることはありますか｡

いいえ､そんなふうには考えないわ｡私はそれ

を着ているだけ｡ 私の体をカバーするために｡

そうね-あまり "見せびらかさない"ようにね

(notshowoff).

一両親はあなたの服装に厳しいですか｡

いいえ､彼らは気にしないわ｡

これらの聞き取りから､学生たちによるサモア

服/輸入服の選好は次の3点によって左右されて

いるといえる｡ 第1点はプレタシの着用の仕方で

ある｡5名のうち3名の学生は ｢サモア服-プレ

タシ｣という前提から､どのようにプレタシを着

用するのかを考えた上で､自分の着たい服がサモ

ア服かどうかを答えている｡ つまり､プレタシを

日常的だと考える学生はサモア服を着たいといい､

プレタシは "特別なとき"にしか着ないものと考

える学生は日常では輸入服を着用すると答えてい

る｡ 第2点は､学生たちは心地よいと感じる服を

日常的に好んで着用することである｡ 学生たちの

語りは彼女たちが ｢何を毎日着用するのか (自分

が着て過ごしやすい服は何か)｣一一 ｢それは､改

めて問われてみると､サモア服と輸入服のどちら

になるのか｣という思考に基づいて選好を決めて
いることを示している｡ 彼女たちにとって､日常

の衣服とは自宅で着用するTシャツ､ショートパ

ンツやジーンズ､あるいは腰布である｡ そして､

当然のことながらこれらが ｢サモア服｣であるの
か､｢輸入服｣であるのか明確に分類するのは難

しい｡さらに､これに関連して､第3点は露出の

程度である｡ 例えば､日常的にショートパンツや

ミニスカートが着用できるのかを確認すると､学

生たちは必ず ｢はけるけど､あまり短くないもの｣

という限定をつける｡ また､両親が自分の衣服に

まったく気にしない生徒フイツでも ｢適切に体を

包む｣という点は重視している｡ 要するに､どの
ような服を着るのかという点において､彼女たち

問題とするのは着ている服が "サモア服"か "輸

入服"かではなく､"露出する服"か "露出しな

い服"かであるといえる｡

4.女子高校生の服装観 からみる<サモア
らしさ>

調査で得られた女子高校生たちの服装観は､サ

モアにおける ｢衣｣をめぐる様相が当然のことな

がら ｢フアアサモアを表象するサモア服｣と ｢フ
アアパラギを表象する輸入服｣の二分法では理解

できないことを示している｡ では､｢衣｣を通し

て考察される<サモアらしさ>の再構築はどのよ

うに考えられるのであろうか｡それについては少

なくとも次の3点が指摘できるだろう｡ まず､女

子高校生たちによるサモア服と輸入服の区別の主

たる基準は ｢サモアの文化｣である｡ しかし､

｢サモアの文化｣と一言で語られたサモア服には､
1)単なる腰布､プレタシ､樹皮布といった衣服

の種類､2)体を包むような古い時代の服装､3)

自宅で日々着用するもの､そして､4)教会や儀

礼交換といった礼儀作法が重視される場で着用す

るものというようにかなり多岐の意味があった｡

ここから､サモア服を通して語られる ｢フアアサ

モア｣はまさにMeleiseaが指摘するような柔軟性
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のある日常実践として再構築されていると考えら

れるだろう｡

第2に､サモアの伝統 ･慣習として称される

｢フアアサモア｣はそれを再生産する日常実践だ

けではなく､現代ではある種の公式性も帯びるよ

うになっているといえる｡ 例えば､colchesterは

ポリネシアの衣服について､｢とりわけ19世紀の

ヴィクトリア朝文化をそのまま引き継いだような､

身体をすっぽりと包み込むようなスタイルの女性

たちの衣服はこの地域におけるキリスト教化と植

民地主義の痕跡を表象するだけでなく､現代にお

けるある種の文化的執着を示したり､より近代的

な場面における正装として好まれたりするように

なっている｣ と指摘 している (Colchester,

2003:1-3)｡サモアにおいて､この指摘に相当
するのは女子高校生たちによって "サモア服"の

筆頭として挙げられたプレタシである｡ 男性の正

装や晴れ着はコンテクス トに応じて変化するが､

女性は教会､儀礼交換の場､職場､文化の日や伝

統的な踊りの場と様々な場面において必ずプレタ

シを着用する (表1参照)｡その結果､プレタシ

はサモアの ｢伝統｣だけでなく､公式な場におけ
る ｢正装｣や ｢適切な服装｣といった意味も含ん
でいる｡ 特に､大学図書館の服装規則にみられる

サモアの文化的価値の維持は公的な場所が<サモ

アらしさ>を明示する場所であることの必要性を

示しており､そこには ｢村｣の日常実践とは異な

る ｢フアアサモア｣の存在が窺われる｡ このよう

に考えると､基本的に ｢フアアサモア｣はマタイ
システムに基づく概念であるが､サモアにおいて

マタイシステムが維持されないところでは異なる

意義をもつ ｢フアアサモア｣が構築されていると

も考えられるだろう｡

最後に､｢フアアサモア｣として問題になるの
は衣服の種類ではなく､着用の仕方である｡ 概し

て､聞き取り調査に協力してくれた5名の学生は

みな質問票の問いの意味を理解できたといい､う

ち4名はその違いを意識することもあるとも語っ

た｡しかし､聞き取りの時に､学生たちが "サモ

ア服"と "輸入服"のそれぞれを定義するのに時

間がかかったのをみると､例えば生徒フイツが語

るように､彼女たちは日頃はそのような違いは意

識していないと考えるのが妥当である｡ また､彼

女たちがどちらを着用したいのかについて説明し

た際に､重視されていた点は ｢何を着るのか｣で

はなく ｢どのように着るのか｣である｡ それは､

1つには生徒フイツ以外の学生がとりわけ母親が

服装について厳しいと語っているように､下半身

の露出の程度の問題である｡ また､もう1つには､

例えば､生徒ルアの客人がくるときには腰布をま

とうという話にあるように､それが1つの作法と

して認識されている点が注目される｡ 実際に､サ

モアの ｢村｣では腰布をまとうことで足をみせな

いという所作は長老たちの会議の場や牧師館を訪

問する際にジェンダーに関係なく観察され､それ

は相手に尊敬 (respect)の心情を表現した ｢フア

アサモア｣の日常実践として理解できるのである｡

このように考えると､｢ラヴァラヴァ (腰布)｣で

はなく､｢ラヴァラヴァを巻 く｣という行為が
<サモアらしさ>を表象することになるのではな

いだろうか｡そうすると､｢衣｣に関するどのよ

うな行為が<サモアらしさ>の再構築と結びつい

ており､それがジェンダーによってどの程度異な

るのかに関してはさらなる調査 ･検討が必要であ

ろう｡

5.まとめ

本稿では､サモアの ｢衣｣の日常実践から考察
される<サモアらしさ>の再構築について考察を

試みてきた｡サモアの服装規則の数々はサモアの

文化 ･慣習を称する ｢フアアサモア｣が ｢フアア
パラギ｣との対比に基づいて認識される傾向があ

り､それがとりわけ女性の服装によって視覚的に

明示されることを示唆 していた｡単純にいえ

ば､<サモアらしさ>は女性が "サモア服"を着

用することで達成されると仮定できるのである｡

しかし､女子高校生による "サモア服"と "輸入

脂"についての語りは双方が明確に区別されえな

いこと､そして､"サモア服"と呼ばれるものの

着用がつねにマタイシステムを基盤とした ｢フア

アサモア｣の日常実践に限られないこと､さらに､

衣服の種類ではなく､その着用の仕方が<サモア

らしさ>を明示する可能性があることを窺わせた｡

女子高校生たちは基本的に自分の服が<サモアら

しさ>をまとっているかどうかは考えていないし､

海外からやってくるファッションも積極的に受け

入れている｡ こうした彼女たちの柔軟性はまさに

｢フアアサモア｣が再構築されていくプロセスを
示しているといえるだろう｡
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<サモアらしさ>を含む ｢フアアサモア｣は日

常実践に基づいているゆえに､サモア人の日常の

中で少 しずつ再構築されざるを得ない｡今回の考

察で明らかになった点の1つは､衣服の種類では

なく､衣服に付随する行為 と状況が､マ ッシーの

指摘するような ｢場所｣の特異性をつ くりだして
い くという点である｡ しかし､一次資料が限られ

た本稿では､なぜ服装規則が若い女性たちの服装

を対象とするのかについて､十分な考察がなされ

なかった｡また､そうした服装規則が果たしてサ

モアの ｢場所｣の特異性 と結びついているのかに

ついての分析 も今後の課題 となる｡ これに関 して

は､若い男性 を対象 とした服装観の調査 とともに､

｢フアアサモア｣に基づ くセクシュアリティにつ

いて検討が必要となるだろう｡ さらにいえば､本

稿ではサモアの ｢衣｣におけるグローバル化の状
況が十分に呈示で きなかった｡ これについては､

｢衣｣のもつ他の実用的 ･社会的側面か らグロー

バル化 とローカル化の相互作用を検討することが

重要である｡
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【注】

1)マタイシステムとはマタイと呼ばれる首長称号保持

者たちによって管理されるアイガ (拡大家族/親族関

係)とヌウ (村/地縁関係)の関係に基づいた独自の

社会システムである｡村は基本的にマタイたちの合

議体であるフォノによって統治されている｡このシ

ステムにおいて､個人はアイガとヌウの中にジェン

ダーと年齢による明確な位置をもち､それにしたが

ってアイガの繁栄のために行動することが期待され

る｡

2)｢村｣における ｢適切な服装｣はサモアに滞在する

外国人にとっても常識であり､著名な旅行ガイドの

ロンリープラネットでは､｢してはならないこと

(DosandDon'ts)｣の10の項目の5番目に ｢村や遠隔

地では､気温に関わらず､女性は膝丈のスカートか

ラヴァラヴァをはくことが強く推奨され､ショート

パンツをはくことは避けること｣(TalbotandSwaney,

1998:28)と述べられている｡また､別のガイドブ

ックでは ｢プアアサモア｣の欄で ｢パブリックヌー

デイズム (publicnudism)は禁止 :村を歩く時は体を

包むこと｡特に女性はスラックスやショートパンツ

ではなく､プレタシやラヴァラヴァを着用すれば､

より尊敬的に扱われる｣(Stanley,1999:105)とある｡

3)モアタア村は首都アピアの中心部から車で10分ほど

のところにあるアピア周辺の村の1つである｡この村

はアピア周辺の村にしてはマタイシステム(注1参照)

が維持されており､フォノが強い権力をもっている

という｡

4)サマタウ村はアピアの中心部から車で2時間以上離
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れたいわゆる農村部の村である｡アピア中心部に比

べるとマタイシステムがしっかり機能している｡

5)サシナ村はサヴァイ島の北側に位置する村である｡

概して､サヴァイ島はサモアの伝統的な慣習と文化

を最も維持しているところとみなされている｡

6)乾燥させたパンダナスの葉で編まれる細編みゴザの

こと｡イエ ･トガは儀礼交換の際に使用される交換

財として高い価値を有している｡

7)大学に勤務しているある先生はこの規則が主席司書

官によって勝手に決められたものであるというが､

配布されていた服装規則の用紙にはそれが2000年5

月に大学の管理運営委員会 (ManagementCommittee)

で承認され､それから施行されたことが明記 してあ

った｡

8)ナイトクラブにくる若い男性たちは禁止された服装

よりもむしろ既製のショー トパンツかジーンズにオ

フ ･ティーノ (開襟シャツ)かTシャツを着用して

いる｡

9)女子学生たちが "サモア服"と "輸入服"の意味を

埋解できないことを想定 し､前者には ｢プレタシ､

ラヴァラヴァ｣､後者には ｢ジーンズ､ミニスカート､

ズボン｣という事例を付け加えたため､質問はかな

り悪意的なものになったといえる｡

10)他の質問項目との関連性をみると､第1に､｢将来

の夢｣において､テーラーや縫子 (sewer)になりた

いと希望した学生はサモア服を､弁護士､パイロッ

ト､科学者､医者､フライトアテンダントといった

高等教育を必要とする職業を希望した学生は輸入服

を選択する傾向にあった｡第2に､会計など他の選択

科目の成績において比較優位の点から家政科を選択

した (つまり消極的に家政科を選択 した)学生は輸

入服を好む傾向にあった｡

ll)ここでいうフェアウとは年配者に申しつけられて

することであり､具体的には教会や村の組織に関わ

る用事などに従事することを意味する｡

12)学校で行われる行事の一つであり､学生たちに

｢伝統｣的な踊りを躍らせたり､サモア独自の食事を

食べさせたりして､サモア文化を再認識させるよう

な日である｡

くらみつ みなこ

お茶の水女子大学大学院 人間文化研究科助手
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